王 成 23 年 4 月 】 日 


岩手 県 の 景観 行政 が 変わ り ま し だ 。 
岩手 県 景観 計画 に 基づく 
新しい 届出 制度 が 行わ れ て いま す 。 





岩手 県 景観 計画 に 基づく 「 行 為 の 届出 制度 」 に つい て 


岩手 県 で は 、 和 平成 5 年 に 制定 し だ た 「 岩 手 の 景観 の 保全 と 副 造 に 関す る 条例 」 を 全面 改正 し 、 
景 角 太 に 基づく 「 太 観 空 % 岬 体 」 と し て 「 岩 手 県 景観 計画 」 を 定め の 、 ご れ ま で の 条例 に 基づく 
届出 制 訟 か ら 、 景 観 法 の 枠組 み を 活用 し だ 届出 制 療 へ 移行 する こと に よ り 、 更 な る 、 良 好 な 景 
観 形 成 を 推進 する こと と し だ と ころ で きす 。 

ご の 景観 計画 で は 、 計 画 の 区 域 (景観 計画 区 域 ) を 景観 上 の 特性 に 応じ て 区 分 し 、 量 観 形成 
碁 準 を 定め て いま す 。 

県 が 、 目 指す べき 岩手 らし い 景 鈴 像 を 直し な が ら 、 市 町 村 、 事 業者 、 県 民 と 連携 ・ 協 働 し 、 
美しく 賠 格 ある 県 土 の 形成 、 潤 いい の あ る 豊か な 生活 環境 の 浪 臨 、 ぞ し て 個性 的 で 活力 ある 地域 
杜 会 の 実現 を 図る こと と し だ と ころ で す 。 

平成 2 3 年 4 月 1 日 以 史 景観 計画 区 域内 に お いて 、 一 定規 模 以 上 の 建築 物 の 建築 物 の 堆 
積 な ど を 行う 場合 は 、 景 観 形成 基準 に 沿っ だ 沢 放 が 求め られ る と と も に 、 必 出 が 必要 と な り ま 
す 


ご の だ た び 、 届 出 が 必要 な 行為 や 規模 、 景観 形成 基準 、 届 出 の 手順 、 届 出 様式 等 の 届出 に 少 机 
な 事項 に つい て ま と の まし だ の で ご 活用 くだ さい 。 
新 だ な 制 棒 へ の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いと し ます 。 
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岩手 県 県 土 整 備 包 都市 計画 課 





岩手 県 で は 、 す で に 景観 法 に 基づく 景観 行政 団体 で ある 市 町 村 (※) の 区 域 を 除く 、 
央 手 県 の 全域 を 「 景 観 計画 区 域 」 と し 、 さ ら に 、 景 観 計 画 区 域 を 景観 上 の 特性 に 合 
せ 地 域 地区 に 区 分 し 、 届 出 対象 と な る 行為 (届出 対象 行為 」) と 、 地 域 地区 ご と の 良 
好 な 景観 を 形成 する た め の 基 準 (景観 形 成 基準 」) を 定め て いま す 。 

景観 計画 区 域内 で 行わ れる 一 定規 模 以上 の 行為 に つい て は 、 行為 に 着手 する 前 に 届 
出 や 通知 が 必要 に な る と と も に 、 景 観 形成 基準 に 沿っ た 対応 が 求め られ る こと と な り 
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凡例 
行政 界 


岩手 県 景観 計画 区 域 
本 
・ 一 般 地 域 
自然 景観 地区 
農山 漁村 景観 地区 


| 


・ 重 点 地域 
岩手 山麓 八幡 平 周辺 重点 地域 
山岳 景観 保全 地区 
山麓 景観 形成 地区 
田園 景観 形成 地区 
沿道 景観 形成 地区 





| 画 重点 地域 は これ ま 
| で の 景観 条例 で 指定 さ | 
| れ て いた 「 震 手 山麓 ・ 人 | 











A 由 平 周辺 景観 形成 重点 
ee | 地域 | ( 確 剛 市 を 除く 。) | 
昌 ニ ーー | の 地域 と 同じ 地域 と な | 
内 | ます 。 | 


TT 


EE eneuess 


TT 
DAUNARE UE 


明生 政体 市町村 
長槍 計画 区 域 
ロロ 
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※ 地域 ・ 地 区 の 確認 は 、 次 の ホー ムペ ー ジ より 確認 で きま すっ の 








http:/gisweb.prefiiwate.jp/guide/index.html いわ て デジ タル マッ プ 検索 

















届出 の 対象 と な る 行為 は 次 の 通り で す 。 
ーー 景観 計画 区 域内 の 一 般 地域 と 重点 地域 で は 、 届 出 の 対象 と な る 規模 が それ ぞ れ 異な 
し ます 



































一 般 地 域内 で の 届出 対象 行為 
| 行為 類型 。 | 対象 と な る 規模 。 
建築 物 の 新築 、 増 | 1 建築 物 の 新築 又は 移転 
築 、 改築 若しくは 移 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
転 、 外 観 を 変更 する | (①) 高 さ 13m ⑫ 軒 高 9m ⑬ 延べ 床 面積 1,000 m 
こと と な る 修繕 若 | 2 建築 物 の 増築 又は 改築 
し く は 模様 堆 双 は | Q①) 1 の 規模 に 該当 する 建築 物 の 増築 又は 改築 で 、 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も 
色彩 の 変更 の 
ア 当該 行為 に 係る 床 面積 の 合計 が 200 nf 
イ 当該 行為 に 係る 床 面積 の 合計 が 、 当 該 増 築 又 は 改築 前 の 延べ 床 面積 の 2 割 
(2) 当該 行為 に より 、1 の 規模 に 該当 する 規模 と な る 建築 物 の 増築 又は 改築 
3 1 の 規模 に 該当 する 建築 物 の 外観 を 変更 する こと と な る 修繕 若しくは 模様 震 又 は 
色彩 の 変更 当該 外観 の 変更 前 の 屋根 の 面積 の 2 割 を 超え る も の 又は 外壁 の 面積 の 
2 割 を 超え る も の 
工作 物 の 新設 、 増 | 1 工作 物 の 新設 又は 移転 
築 、 改 築 若 し く は 移 次 に 掲げ る 類型 ご と の 規模 を 超え る こと と な る 工作 物 の 新設 又は 移転 


































































































































































































































































































こと と な る 修繕 若 ーー — i 
a 煙突 、 排 気 塔 そ の 他 こ れ ら に 類する も | 高 さ 13m (工作 物 が 建築 物 と 
し く は 模様 替 又 は の 一 体 と な っ て 設置 され る 場合 
色彩 の 変更 A 
鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 の 柱 、 鉄 柱 そ の 他 | に お いて 、 地 盤面 か ら 当 該 工 作 
これ ら に 類する も の 物 の 上 端 ま で の 高 さ が 13m を 


























超え る と き は 、5m) 
高 染 水槽 、 物 見 塔 そ の 他 こ れ ら に 類 す | 又は 築造 面積 1, 000 mi 
る も の 

観覧 車 、 飛行 塔 、 メ リー ゴー ラウ ンド 、 
ウォ ー タ ーシュ ー ト 、 コ ー ス ター その 
取 こ れ ら に 類する 迎 戯 施設 

コン クリ ー ト プラ ント 、 ア ス フ ァ ルト 
プラ ント その 他 こ れ ら に 類する 製造 施 


き ル 
EX 


自動 車 車庫 の 用 途 に 供する 施設 















































汚物 処理 施設 、 ご み 処 理 施設 そ の 他 こ 
れ ら に 類する 施設 


彫像 、 記 念 痺 その 他 こ れ ら に 類する も 









































の 
擁 藤 、 さ く 、 堀 その 他 こ れ ら に 類する | 高 さ 5m 
も の 





























電気 供給 の た め の 電 線路 、 有 線 電気 通 | 高 さ 20m (工作 物 が 建築 物 と 
信 の た め の 線 路 そ の 他 こ れ ら に 類する | 一 体 と な っ て 設置 され る 場合 
も の (その 支持 物 も 含む 。) に お いて 、 地 盤 面 か ら 当該 工作 
物 の 上 端 ま で の 高 さ が 20m を 
超え る と き は 、10m) 






























































空中 線 系 
※ 


% 携帯 電 語 鉄 護 、 ア ン テ ブ 等 





(その 支持 物 を 含む 。) 高き (工作 物 が 建築 物 と 一 体 と 
な っ て 設置 され る 場合 は 、 地 盤 
面 か ら 当 該 工作 物 の 上 端 ま で 


の 高 さ ) 15m 


















































自動 販売 機 ( 目 
外 に 設置 され る も の に M 


然 景観 } 








地区 に お いて 屋 
る 。) 














高き 1m 























2 工作 物 の 
Q) 


ュ レ ョ み ク テッ 
当該 行為 





ご こめ 


(2 
3 1 の 規模 ( 


又は 色彩 の 変更 


ーH 




















当該 行為 に 係る 築造 
に 係る 築造 面積 が 、 当 該 増 築 又 は 改築 前 の 築造 面積 の 2 
当該 行為 に 


ー ョ きみ ヽ レ 


前 築 又は 改築 
1 の 規模 に 該当 する 工作 物 の } 


築 又 は 改築 で 、 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も 




















面積 が 200 mi 























割 
1 の 規模 に 該当 する 規模 と な る 工作 物 の 増築 又は 改築 
する 工作 物 の 外観 を 変更 する こと と な る 修繕 若しくは 模様 奉 


当該 外観 の 変更 前 の 面積 の 2 割 を 超え る も の 

















より ? 
















































































































































































































































































都市 計画 法 第 4 条 | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
第 12 項 に 規定 する | (①) 生じ る の り 面 又は 擁 壁 高 さ 5m か つ 長 さ 10m 
開発 行為 (2) 面積 3.000 nf 
土地 の 開 叶 、 土 石 の | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
採取 、 鉱 物 の 掘 採 そ | (1) 生じ る の り 面 又は 擁 高き 5m か つ 長 さ 10m 
の 他 の 土地 の 形質 の (2 面積 3.000 mi 
変更 
屋外 に お ける 土石 、 堆積 の 期間 が 90 日 を 超え 、 か つ 、 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
廃棄 物 、 再 生 資 源 そ | Q① 高き 5m 
の 他 の 物件 の 堆積 (2 面積 1.000 mi 
水面 の 埋立 て 又は | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
干拓 (1) 面積 3.000 可 
(2) 生じ る の り 面 又は 擁 可 高 さ 5m か つ 長 さ 10m 
※1 廃 乗 物 : 廃 棄 物 の 処理 及び 清掃 に 関す る 法律 (昭和 45 年 法律 第 137 号 ) 第 2 条 第 1 項 に 規定 する 廃棄 物 を いう 。 
※2 再生 資 原 : 資源 の 有効 な 利用 の 他 付 に 関 する 法律 (成年 法 律 第 48 号 ) 第 2 条 第 4 項 に 規定 する 再生 資源 を いう 。 




























































































る ーー 






























































対象 と な る 規模 
建 筑 rr 増築 、|、 1 建築 物 の 新築 、 増 築 、 改築 又は 移転 
改 策 着 し く は 移転 、 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
外観 を 変更 する (1) 高 さ 13m  ⑫ 延べ 床 面積 10 mi 
こと と な る 修繕 若 し | 2 1 の 規模 に 該当 する 建築 物 の 外観 を 変更 する こと と な る 修繕 若しくは 模様 奈 又 は 




































































く は 模様 替 又 は 色彩 | 色彩 の 変更 当該 外観 の 変更 に 係る 部 分 の 面積 が 10 を 超え る も の 
の 変更 
工作 物 の 新設 、 増 築 、 | 1 工作 物 の 新設 、 増 築 、 改 築 又は 移転 
改築 若しくは 移転 、 外 次 に 掲げ る 類型 ご と の 規模 を 超え る こと と な る 工作 物 の 新設 、 増築 、 改築 又は 






















































































































































































観 を 変更 する こと と | 移転 
な る 修繕 若しくは 模 類型 規模 
様 夫 又 は 色彩 の 変更 煙突 、 排 気 塔 その 他 こ れ ら に 類する も | 高き 5m 

の 





鉄筋 コン クリ ー ト 造 の 柱 、 鉄 柱 、 そ の 
也 こ れ ら に 類する も の 

高架 水槽 、 物 見 塔 そ の 他 こ れ ら に 類 す 
る も の 

観覧 車 、 飛行 塔 、 メ リー ゴー ラウ ンド 、 | 高き 5 m 又 は 築造 面積 10 
ウォ ー タ ーシュ ー ト 、 コ ー ス ター その | mT 

取 こ れ ら に 類する 遊戯 施設 

コン クリ ー ト プラ ント 、 ア ス フ ァ ルト 
プラ ント その 他 こ れ ら に 類する 製造 施 


















































自動 車 車庫 の 用 途 に 供する 施設 




















石油 、 ガ ス 、 飼 料 等 の 貯蔵 施設 





汚物 処理 施設 、 こ ク 処理 設 そ の 他 こ 
ら に 類する 施 












































彫像 、 記 念 碑 そ の 他 こ れ ら に 類する も 

の 

擁 忌 、 さ く 、 志 その他 こ れ ら に 類する | 高 さ 1. 5m 
も の 














電気 供給 の た め の 電 線路 、 有 線 電気 通信 | 高 さ 10m 
の た め の 線 路 そ の 他 こ れ ら に 類する も の 
(その 支持 物 も 含む 。) 


空中 線 系 (その 支持 物 を 含む 。 ) 
※ 携帯 電話 鉄塔 、 ア ン テ ナ 等 

自動 販売 機 ( 山 績 景観 保全 地区 及び 山 | 高 さ 1m 

麓 景観 保全 地区 に お いて 屋外 に 設置 さ 

れる も の に 限る 。) 

2 1 の 規模 に 該当 する 工作 物 の 外観 を 変更 する こと と な る 修繕 若しくは 模様 奉 
又は 色彩 の 変更 当該 外観 の 変更 に 係る 部 分 の 面積 が 10 を 超え る も の 























































































































































































































































































































































































































都市 計画 法 第 4 条 第 | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
12 項 に 規定 する 開発 | (① 生じ る の り 面 又は 擁 嘩 高 さ 1.5m 
行為 (2 面積 300 nf 
地 の 開 青 、 土 石 の 採 | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
取 、 鉱 物 の 掘 探 そ の 他 | (1) 生じ る の り 面 又は 擁 吹 高 さ 1.5m 
の 土地 の 形質 の 変更 (2 面積 300 mm 
屋外 に お ける 土石 、 廃 | 5 N tr 8 
乗物 、 再 生 資源 その 他 堆積 の 期間 が 90 日 を 超え 、 か つ 、 次 の いす ず すれ か の 規模 を 超え る も の 
た い (1) 高 さ 1.5m 
の 物件 の 堆積 @②) 面積 100 mf 
水面 の 埋立 て 又は 干 | 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 
拓 (1) 生じ る の り 面 又は 擁 壁 高 さ 1.5m 
(2) 面積 300 nf 
木 竹 の 伐採 次 の いずれ か の 規模 を 超え る も の 





1) 木 竹 の 高 さ 10m 
(2 伐採 面積 300 mm 


届出 の 対象 外 と な る 行為 





1 景観 法 第 16 条 第 7 項 第 1 号 に 掲げ る も の 








通常 の 管 





























理 行 為 、 軽 易 な 行為 その 他 の 行為 で 次 に 掲げ る も の 





ア 地下 に 設け る 建築 物 の 建築 等 又 


は 工作 物 の 建設 等 








イ 


仮設 の 工作 物 の 建設 等 





ワ 








除 伐 、 
1 














損し た 木 竹 叉 


次 に 掲げ る 木 竹 の 伐採 
間伐 、 整 枝 そ の 他 木 竹 





は 危険 な 木 竹 














の 用 に 充て る た め ( 





) 
) 自家 の 生活 
) 








の 伐採 














測量 、 





仮 植 し た 木 竹 
} 実地 調査 又 











の 保育 の た め に 
の 伐採 
こ < 必要 な 木 竹 の 伐採 


われ る 木 竹 の 伐採 


は 施設 の 保守 の 支障 と な る 木 竹 の 伐採 




















エ ア か ら ウ に 掲げ る も の の ほか 、 次 に 掲げ る 行為 


⑦ 
0 


法令 又は 








これ に 基づく 処分 に 
建築 物 の 存する 9 
建築 物 の 建築 等 
pT (上 














よる 義務 の 
敷地 内 で 行う 行為 で や り 、 か つ 、 次 の いずれ に も 該当 し な いも の 


族 地 に 存する 建築 物 に 附 


と の な いり 物 干 場 そ の 他 の 工作 物 及 び 消 火 設 








C 
d 屋外 に お 
e 特定 照明 








木 竹 の 伐採 
ける 土石 、 廃 乗物 、 再 生 資 源 そ の 1 






































履行 と し て 行 


属す る 道路 (私 道 を 除く 。) 


請 を 除く 。) の 





う 行為 


























ヨル な な 
文才 

















か ら 容 易 に 望 見 され る こ 


取 の 物件 の 堆積 積 ( 高 さ 1. 5m 以 下 の も の を 除く 。) 




















す 農業 、 林 業 又 ! 


よ 光 





業 を 営む た め ( 

















⑦ 
⑦⑰ 
⑰ 
道 の 設置 


















































建築 物 の 建築 等 
高 さ が 1.5m を 超え る 貯水 槽 、 飼 
排水 施設 

















(幅員 が 2m 以 下 の 




















士 地 の 開 妖 
森林 の 皆 伐 
水面 の 埋立 て 又は 干拓 


< 行う 


行為 で や り 、 か つ 、 次 の いずれ に 


料 野 蔵 タ ンク その 他 こ れ ら に 親 


時 水路 を 除く 。) 又は 幅員 が 2m を 細 え る 農道 震 し く は 林 


も 該当 
も 該当 





























する 工作 物 の 


し な いも の 


設 等 
























































2 景観 法 第 16 条 第 7 項 第 2 号 か ら 第 10 号 ま で に 掲げ る も の 














(1) 非常 災害 の た め 必要 な 応急 措置 と し て 行う 行為 





2 














景観 車 要 建造 物 に つい て 、 

















景観 法 第 22 条 第 1 項 の 規定 





こよ る 許可 を 受け て 行 


Wr 


ラー 
為 いや 














- 還 - 


で 


し て 行う 行為 


3) 
































貼 計 画 に 景観 法 第 8 条 第 2 項 第 5 号 ロ に 掲げ る 事項 が 定め られ た 景観 重要 公共 施設 の 整備 と 



































景観 重要 公共 
































設 に つい て 、 景 


計画 (に その 基準 が 定め られ て いる も の に P 


























上 第 8 条 第 2 項 第 5 号 ハ ) か ら 6 まで に 





許可 ( 旧 観 














る 。) を 受け 

















矢 











2 項 第 1 号 に 規定 する 農用地 








う 同 項 に 規定 する 開発 行為 


景観 法 第 55 条 第 2 項 第 1 与 の 区 域内 の 農用地 














区 域 (農業 振興 
区 域 を いう 。 ) 内 に お いて 同 法 第 15 条 の 2 第 1 項 の 許可 を 受け て 行 























凶 域 の 整備 に 関す る 法律 第 8 人 条 第 









































弄 立 公園 又は 国定 公園 
画 に その 基準 が 定め られ て 


























の 区 域内 に お いて 、 景 


V 






































‘る も の に 上 


同 法 第 8 条 第 2 項 第 5 号 ホ に 規定 する 許可 ( 景 
る 。) を 受け て 行う 行為 





























景観 法 第 





61 条 第 1 項 の 景観 } 


区 ((⑧ に お いて 「 景 観 地 





区 」 と いう 。) 内 で 行う 建築 物 の 建築 等 








ーー スム 


景観 計画 























こ 定 め ら れ た 工作 物 の 建設 等 の 制 B 



































工作 物 制 限 条 例 に よる 制 





が 定め られ て いる 場合 に お ける 当 








の すべ て に つい て 景 











観 法 第 72 条 第 2 項 の 景観 地 
該 景観 地区 内 で 行う 工作 物 の 建設 等 
































整備 計画 ( 同 法 第 
築 物 地区 整備 計画 




















仙 











号 ) 第 32 条 第 2 項 第 2 号 に 規定 する 特定 建築 物 地 
子 区 整備 計画 ( 同 法 第 32 条 第 2 項 第 3 号 に 規定 する 防災 街 














備 











地区 計画 等 都市 計画 法 第 4 条 第 9 項 に 規定 する 地 
12 条 の 5 第 2 項 第 3 号 に 規定 する 】 
時 市 街 地 に お ける 防災 街区 の 整備 
区 整備 計画 


じ 。) 、 歴 史 的 風致 維持 向上 地 


区 計画 等 を いう 。 以 下 同じ 。) の 区 城 ( 地 











凶 区 整備 計画 を いう 。 以 下 同 じ 。) 、 特 定 建 






































の 促進 に 関す る 法律 CP 成 9 年 法律 第 49 























を いう 。 以 下 同じ 。) 、 防災 街区 整 


























区 整備 計 












































律 





還 (地域 に お ける 歴史 的 風 
(平成 20 年 法律 第 40 号 ) 第 31 条 第 2 項 第 4 号 に 規定 する 歴 




















区 整備 地区 整備 計画 を いう 。 以下 同 
致 の 維持 及び 向上 に 関す る 法 
的 風致 維持 向上 地区 整備 計画 を 



























































いう 。 以 下 同じ 。) 、 沿 道 地区 整備 計画 (幹線 道路 の 沿道 の 整備 に 関す る 法律 (昭和 55 年 法律 第 


34 号 ) 第 9 条 第 2 項 第 2 号 に 規定 する 沿道 地区 整備 計画 
(集落 地域 整備 法 (昭和 62 4 




















計画 
2。 









































定め られ て いる 場合 に 、 
改築 若しくは } 


0 


























上 計 画 に 定め られ た も の の すべ て が 地区 整 人 
整備 計画 、 歴 史 的 風致 維持 向上 


当該 地 




































































i』「 画 
































E 法 律 第 63 号 ) 第 5 条 第 3 項 
以下 同じ 。) が 定め られ て いる 区 域 に 限る 。) 内 で 、 景 観 法 第 8 条 第 
町 、 特 定 建築 物 地 


を いう 。 以 下 同じ 。) 又は 集落 地区 整備 
< こ 規定 す る 集落 地区 整備 計画 を い 
3 項 第 2 号 の 制限 で 景 
区 整備 計画 、 防 災 街 区 整備 地区 







































































耶 区 整備 計 


区 計画 等 の 


画 、 沿 道 ] 









































区 整備 計画 又は 集落 地区 整備 計 
区 域内 で 行う 土 更 、 
泊 築 、 工 作物 の 新設 、 改 築 着 し く は 増築 又は 建築 物 若 し く は 工作 物 の 





画 ( に お いて 
建築 物 の 新築 、 
用 態 意 匠 の 変 


2 中 



































の 区 画 形 質 の 変更 


























3 景観 法 第 16 条 第 7 項 第 11 号 に 掲げ る も の 





1) 政令 で 定め る 行為 
の 











いて 景 

















又は ロ (第 24 条 に お いて 準 














景観 計画 に 定め られ た 開発 行為 又は 景観 法 施行 令 第 21 条 各 号 に # 
語法 第 73 条 第 1 項 又 は 第 75 条 第 2 項 の 規定 に 基づく 条例 で 景観 法 施行 令 第 22 条 第 3 号 イ 

















げ る 行為 の 制限 の すべ て に つ 























する 場合 を 含む 。 ) の 











条例 の 規定 に よる 許可 又は 協議 に 係る 行為 





前 











が 定め られ て いる 場合 に お ける これ ら の 





デ 
い ー 


イ 景観 計画 ( 








条 第 1 項 の 規定 に 基づく 条例 で 景観 法 施行 令 第 23 条 第 1 項 第 1 号 の 制 了 
区 内 で 行う 建築 物 の 建築 等 又は 工作 物 の 建設 等 


お ける 当該 準 景観 地 


























定め られ た 建築 物 の 建築 等 又は 工作 物 の 建設 等 の 制限 の すべ て に つい て 





景観 法 第 75 
が 定め られ て いる 場合 ( 











ー 
ta 




















ウ 文化 財 保護 法 (昭和 25 


箇 | 





は 同 法 第 81 条 第 1 項 の 届 H 
く は 同 法 第 168 条 第 1 項 の 


品 


BE 








第 214 号 ) 第 43 条 第 1 項 若 し く は 第 125 条 第 1 項 の 許可 


若 し く 








に 係る 行為 、 同 法 第 167 条 第 1 項 の 通知 に 係る 同 項 第 6 号 の 行為 若 し 














同意 に 係る 同 項 第 1 訪 の 行為 又は 文化 財 保護 法 施行 令 (昭和 50 年 政令 


第 267 号 ) 第 4 条 第 2 項 の 許可 若しくは 同 条 第 5 項 の 協議 に 係る 行為 

















(2) 条例 で 定め る 行為 

















ア 岩手 県 文化 財 保 護 条 
の 規定 【 

















列 (昭和 51 年 岩手 県 条例 第 44 号 ) 第 16 条 第 1 項 若 し く は 第 41 条 第 1 項 
こよ り 許 可 を 受け て 行う 行為 又は 同 条例 第 34 条 第 1 項 の 規定 に より 




















届け 出 て 行う 行為 






































イ 者 手 県 文化 財 保護 条 


て 行う 行為 








列 第 16 条 第 1 項 た だ し 書 又 は 第 41 条 第 1 項 た だ し 書 の 規定 に より 届け 出 


























ウ 屋外 に お ける 土石 、 廃 乗物 、 再 生 資 源 そ の 他 の 物件 の 堆積 で 堆積 の 期間 が 90 日 を 超え な いも の 














う 3. 届出 の 
手続 き の 流 れ 
































(景観 形成 基 維 に 適合 し た 場 
合 、 通 知 が 出さ れ た 時 点 で 着 
握 億 財 3 科 除 され ます 。 ) 















































一 定 の 規模 を 超え る 行為 を 行う 場合 に は 、 届 出 が 必要 と な り ま す 。 
軸 出 の 受付 と 審査 は 、 


各 広 域 振興 局 土木 部 又は 土木 セン ター が 行い ます 。 





(連絡 先 、 管 轄 な ど に つい て は 最終 ペー ジ を ご 覧 くだ さい ) 


| ※ 届 出 た 行為 が 景 維 形成 基準 に 適合 し な 場合 、 景観 法 に 基 づ | 
く 和 勧告 や 変更 命令 を 行う こと が あり ます 。 手 戻り が 無い よう 、 



























































| で きる だ け 早 い 時 期 に 析 談 を 行っ て くだ さい 
| ※ 員 町村 の 野人 観 有 誠 算 の 内 容 
























































| ※ 届 田 の 対象 と な る 行為 は 、 届 出 後 30 日 間 は 着手 する こと が | 
| で きま せん 。 行為 に 着手 する 日 の 30 日 前 まで に 届出 を 行っ て | 
| くだ さい 
| ※ 指 導 稚 告 、 変更 命令 に よ 
| され ます 。 他 の 法令 手続 





























































































景観 形成 基準 H 
mL. 3 RE RE 詳 ョ 
| の 変更 その 他 必 要 な 措置 を と る よう ! 勧 告 」 又 は 「 変 更 命 令 」 
| を 行い ます 。 


角 潤 に 適合 し な り 場 合 で 、 変 更 人 | 
| 令 を 行う に あたり 、 現 地 調 査 等 必要 な 場合 | 
et まで 延長 す | 
| る 場合 が あり ます 。 


着手 制 亡 期間 の 
延長 通知 
(必要 な 場合 に 最大 90 日 
まで 延長 し ます 。) 






























































































| ※ 変 更 命令 の 対象 は 、 建 築 | 
| 秘 ・ 工 作物 の 形態 意 研 に 関す | 
| る 景観 形成 基準 へ の 適合 を 
| 求め る も の に 限り ます 。 



































認 請 や 都市 計画 法 に よる 開発 許可 の 
| 申請 等 、 他 法令 に 基づく 手続 き に つい て も 、 着 手前 に 終わ っ | 
| て お く 必要 が あり ます 。 



























































| ※ 行 着手 後に お いて も 、 形 態 意匠 に 関す る 景観 形成 基準 に | 
| 適合 し な い 場合 は 、 変 更 命令 を 受け る 場合 が あり ます 。 届け | 
| 出 た 計画 に 沿っ た 行為 と する 必要 が あり ます 。 

































































画 計画 ・ 構 起 詳 弟 の 事前 相談 (任意) 














計画 ・ 





・ 構 想 段階 の 


























観 形成 基準 」 に 
状 や 色彩 な どの 
手 の 時 
































上 








また 、 
す 。 
田 
1 景観 計画 





が 人 据 
王 戻 り と な ら な いた め に も 、 


ケ 


’ 





ぶつ た 計画 

















事前 相談 よ あ く 3 








ジン 能 音 | 語 
ジ 態 意 区 





洗 れ た り 、 





計 


変更 命令 」 


まで も 任意 の も の で す が 、 届出 を 行っ た 行為 が 、 
「 と な っ て いな い 場 合 、 景 観 法 に 基 
に 対し て 








FLI a 


岩手 県 景観 計画 に 定め る 「 景 
づく 「 勧 告 」 や 、 建 築 物 や 工作 物 の 場合 は 、 そ の 形 
を 受け る こと と な り ま す 。 















































町 の 見 諾 








し が 必要 と な る な ど 、 他 法令 に 基づく 申請 な ど に 



































計画 ・ 





事前 相談 の 段階 で 計画 の 変更 が 必要 な 場合 が あり ます の で 、 


























岩手 県 最 観 計画 で は 


(景観 計画 
景観 計画 
域 、 地 区 ( 











区域 は 、 











計画 ・ 構 想 段階 で の 確認 事項 (事前 相談 事項 ) 


区 域 の 地域 ・ 地 区 の 確認 
県 が 景観 形成 を 
区域) を 定め て いま す 。 
に 応じ て さら に 地 
< 分 類 さ れ て いま す 。 行為 を 行う 場所 が 





昭 或 の 特性 








どの 地域 、 
い 。 


2 届出 対象 行為 の 種類 ・ 規模 及び 景観 形成 基準 














地区 に 該当 する の か を 確認 し て くだ さ 











行為 地 の 地域 、 地 区 を 確認 し 、 行 為 の 内 容 が 届 
Me こ 該当 する か 、 該当 し た 場合 に 、 良 好 
な 景観 の 形成 に 向け て どの よう な 対応 が 必要 か 、 
地域 、 地 区 に 定め られ た 景観 形成 基準 に つい て 確 

認 し て くだ さい 
3 景観 形成 方 針 の 把握 と 理解 























岩手 県 景観 計画 で は 良好 な 景観 の 形成 の た め の 
標 と な る 景観 像 、 保 全 


基本 方 多 








と 、 その 目 











改善 を 行う べき 景観 要素 を 、 良 好 な 景観 に 関す る 
方 針 と し て 定め て いま す 。 景観 形成 方 針 の 把握 と 

















理解 に 努 
さら ( 
構想 等 の 
特に 





























内 


め て 下さ い >。 


影響 し て きま す 。 








構想 段階 で の 事前 相談 ・ 協 議 を し て いた だ く こ と を お 和 勧め し ます 。 
十分 余裕 を 持っ て 相 穫 


談 す る よう お 願い し ま 


【 











図る 区 域 











、 活 用 、 
































こ 、 行 為 地 の 市 町 村 が 定め る 景 
容 、 行 為 地 の 周 
ロ 慮 すべ き 要 素 な ど に つい て も 、 


























し 、 検 対し て お く こ と が 必要 で す 。 


観 形成 尋 
囲 と の 調和 な ど 景 観 上 
事前 に 調査 























量 行為 の 着手 の 制限 


届出 を 行っ た 場合 、 






































景観 法 第 1 8 条 
届出 が 受 a か ら 3 0 



















































































、 変 更 命令 (景観 法 第 1 7 条 ) 























を 経過 し た 後 で な けれ ば 、 届 出 を 行っ た 行為 に は 着手 する こと が で きま せん 。 



















































































































































































































































































また 、 変更 命令 に か か る 調査 等 に 関 還 し 、 期間 の 延長 が 通知 され た 場合 は 、 最大 9 0 日 間 行為 に 着手 する こと が で き な い こと が あり : 
ます 。 ; 
嘱 根 切り 工事 、 山 留め 工事 、 ウ エル 工事 、 ケ ー ソ ン 工 事 そ の 他 基 礎 工事 は 、 行 為 着 手 の 制 限 の 対象 か ら 外 れ ます 。 
呆 変更 命令 景観 法 に 基づく 「 特 定 届出 対象 行為 」 を 定め た 場合 、 景 観 形成 基 準 の うち 形態 意匠 に 関す る 基準 に 合致 し な か っ た : 
場合 、 景 観 法 に 基づく 変更 命令 を 行う こと が で きま す 。 
岩手 県 で は 、 建 築 物 及 び 工 作物 に 係る 行為 を 特定 届出 対象 行為 に 定め て いま す 。 
[ 田 変更 命令 の た め の 現地 調査 等 が 必要 な 場合 、 景 観 法 に より 行為 に 着手 で き な い 期 間 を 3 0 日 か ら 最大 9 0 日 まで 延長 する こと 
が 認め られ て いま す 。 


岩手 県 景観 計画 で は 、 












































地区 ご と に 地域 の 特性 





届出 対象 行為 に つい て 、 そ れ ぞ れ の 行為 ご と に 、 ま た 、 地 域 、 














に 合わ せ た 景 観 形 成 を 行っ て いく た め の 最 低 限 の 基準 を 設け て 
いま す 。 景 観 形 成 基準 (一般 地域 ) 又は ( 軍 点 地域 ) を 参照 くだ さい 。 








| 還 久 弧 牧 方 午 地域 ・ 地 区 の 景 観 特 人 に 沿っ た 形 で 定め て いま す 。 地 域 の 良好 な 景観 を 形成 する た め 、 一 定規 模 以 上 の 行 導 





























を 行う 場合 、 周 囲 の 景観 に 配慮 する と と も に 、 自 ら よ り 良 い 景 観 形成 に 努め まし ょ う 。 i 
岩手 の 良好 な 景観 は 、 先 人 達 が 長い 年 月 を か け て 創り 上 げ て きた 県 民 共通 の 財産 で す 。 一 度 失 われ た 景観 は 、 な か な か 元 に 
















































































は 戻り ませ ん 。 み ん な で 守り 、 創 り 上 げ て いき まし ょ う 。 











※ 県 で は 、 届 出 を 受け て 景観 形成 基準 へ の 適合 を 審査 し 、 必 要 に 応じ て 指導 ・ 和 勧告 を 行い 、 勧 告 に 従わ な 
か っ た 場合 に は 氏名 の 公表 、 変 更 命令 等 を 行い ます 。 








一 景観 形成 基準 (一 般 地域 ) 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































景観 形成 基準 
レー | | 
トト ts 自然 景観 地区 農山 漁村 景観 地区 市 街 地 景観 地区 
建築 物 の 新築 、| 位置 ・ 高 さ | 眺望 地域 の 景観 資産 (※1) と し て 県 が 登録 し た 眺望 点 か ら 、 そ の 眺望 を 妨げ な い 位 置 及び 高 さ と する よう 努 
増築 、 改築 若 し め る こと 。 
く は 移転 、 外観 壁面 の 位 | 道路 等 の 公共 空間 に 面 する 壁面 位置 は 、 敷 地 境界 か ら で き る 限り 後退 | 道路 等 の 公共 空間 に 面 する 冬 面 位 
を 変更 する こ 直 し 、 ゆ と りあ る 空間 の 創出 に 努め る こと 。 置 は 、 周 辺 の まち 並み の 連続 性 と 
と と な る 修繕 の 調和 に 努め る こと 。 
若しくは 模様 高 さ 原則 と し て 15m を 超え な いよ う 努 | 原則 と し て 21m を 超え な いよ う 努 | 周辺 の まち 並み 等 が 形成 する スカ 
替 又 は 色彩 の め る こと 。( や む を 得 な い 事 情 に よ | め る こと 。 (やむを得 な い 事 情 に よ | イラ イン か ら 突 出し な い 高 さ と す 
変更 り 15m を 超え る 場合 は 、 景観 へ の 21m を 超え る 場合 は 、 景観 へ の | る よう 努め る こと 。 
影響 を 軽減 さす せる た め 、 必 要 な 措 | 影響 を 軽減 さす せる た め 、 必 要 な 措 
置 (※2) を 行う こと 。) 置 (※2) を 行う こと 。) 
形態 意匠 | 周辺 と の | 周辺 地域 の まち 並み や 景観 と 調和 し た 形態 意匠 と する よう 努め る こと 。 
調和 
地域 性 県 が 登録 し た 地域 の 景観 資産 (※1) の 周辺 で は 、 そ の 特性 と 調和 し た 形態 意匠 と する よう 努め る こと 。 
外壁 ( 圧 | 道路 等 の 公共 空間 に 面 す る 壁面 は 、 分 節 化 や 陰影 処理 等 を 行う こと に より 、 単 調 な 平滑 面 と し ならない よう 
迫 感 ) 努め る こと 。 
原則 と し て 陸屋根 を 避け る よう 努め る こと 。 (やむを得 な い 事 情 に よ 
屋根 形状 | り 陸 屋根 と する 場合 は 、 景観 へ の 影響 を 軽減 さす せる た め 、 必要 な 措置 
(※2) を 行う こと 。) 
色彩 | 推奨 色 屋根 及び 外壁 等 は 、 純 色 等 (※ 3) は 用 い ず 、 原 則 と し て 推奨 色 (※4) を 用 いる 等 、 周 辺 景 観 と 調和 す 
る よう 努め る こと 。 
屋根 及び 外壁 等 は 、 周 辺 の 建築 物 等 と 同様 の 色調 の 色 を 用 いる 等 、 周 辺 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 
避け る べ | や む を 得 ず 純 色 等 (※3) を 用 い | や む を 得 ず 純 色 等 (※3) を 用 い | や む を 得 ず 純 色 等 (※3) を 用 い 
き 色 の 範 | る 場合 は 、 屋 根 及び 外壁 等 の 見 付 | る 場合 は 、 屋 根 及び 外壁 等 の 見 付 | る 場合 は 、 屋 根 及 び 外 璧 等 の 見 付 
囲 面積 の 15% 以 内 と する こと 。 面積 の 20% 以内 と する こと 。 面積 の 25% 以 内 と する こと 。 
素材 | 周辺 と の | 屋根 及び 外壁 等 は 、 地 場 の 自然 素材 や 伝統 的 素材 等 を 活用 し 、 周 辺 地 域 の まち 並み や 景観 と の 調和 に 努め 
調和 る kc 
経年 変化 | 屋根 及び 外壁 等 は 、 で きる 限り 経年 変化 に よる 質 の 低下 の 少な い 素材 を 用 いる よう 努め る こと 。 
反射 SRS 
る ご と &s 
敷地 緑化 率 敷地 内 は 、 原 則 と し て 、 敷 地 周辺 | 敷地 内 は 、 原 則 と し て 、 敷 地 周 辺 | 敷地 内 は 、 原則 と し て 、 緑化 率 (※ 
を 中 心 に 、 緑 化 率 (5) 20% 以 | を 中 心 に 、 緑 化 率 (※5) 15% 以 | 5) 10% 以 上 の 緑化 に 努め る こと 。 
上 の 緑化 に 努め る こと 。 上 の 緑化 に 努め る こと 。 
既存 樹木 | 敷地 内 に 既存 の 樹木 が ある 場合 に は 、 保 存 と 活用 に 努め る こと 。 
門 、 堀 及 | 門 、 堀 、 棚 等 を 設置 する 場合 は 、 周 辺 と 調和 し た 形態 意匠 や 素材 と する よう 努め る こと 。 
び 村 等 
その 他 付帯 設備 | 建築 物 に 付帯 する 設備 は 、 植 裁 、 垢 、 壁 等 で 庶 へ いし 、 道 路 等 の 公共 空間 か ら 水 平 視線 で 見 えな いよ う 努 
め る こと 。 
照明 屋外 照明 を 設置 する 場合 は 、 光 源 の 種類 、 位 置 、 光 量 及び 配 光 特性 に 配慮 し 、 過 剰 な 光 が 周 囲 に 散乱 し な 
a いよ う 努 め る こと 。 
既存 の 改 | 増築 や 改修 等 の 行為 を 行う 場合 は 、 既 存 部 分 の 景観 改善 も 行う よう 努め る こと 。 
開 
工作 物 の 新設 、| 位置 ・ 高 さ | 眺望 地域 の 景観 資産 (※1) と し て 県 が 登録 し た 眺望 点 か ら 、 そ の 有 眺望 を 妨げ な い 位 置 及び 高 さ と する よう 努 
増築 、 改築 若 し め る こと 。 
く は 移転 、 外 観 位置 主要 な 道路 (※6) の 境界 か ら 5 m 以 上 後退 し た 位置 に する よう 努め る こと 。 ( 擁 壁 、 さ く 、 需 、 自 動 販 
を 変更 する こ 売 機 そ の 他 こ れ ら に 類する も の を 除く 。) 
と と な る 修繕 高き 道路 等 の 公共 空間 か ら 見 て 、 周 辺 の 山並 みのり ょ 2 う 線 を 切ら な いよ 2 う | 周辺 の まち 並み 等 が 形成 する スカ 
若しくは 模様 な 高き さと する よう 努め る こと 。 ES 
意 又 は 色彩 の - ー る よう 努め る こと 。 
未 再 形態 意 避 囲 と の | 周辺 地域 の まち 並み や 景観 と 調和 し た 形態 意匠 と する よう 努め る こと 。 
SN を 調和 擁 長 に あっ て は 、 分 節 化 や 陰影 処理 等 を 行う こと に より 、 単 調 な 平滑 面 と ならない よう 努め る こと 。 
色彩 | 推奨 色 純 色 等 (※3) は 用 い ず 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 (自動 販売 機 を 除く 。) 
素材 | 経年 変化 | 外装 に 使用 する 素材 は 、 で きる 限り 経年 変化 に よる 質 の 低下 の 少な い 素 材 を 用 いる よう 努め る こと 。 
敷地 緑化 敷地 内 は で きる 限り 緑化 し 、 既 存 の 樹木 が ある 場合 は 、 保 存 と 活用 に 努め る こと 。 
その 他 昭 明 照明 を 設置 する 場合 は 、 光 源 の 種類 、 位 置 、 光 量 及び 配 光 特性 に 配慮 し 、 過 剰 な 光 が 周 囲 に 散乱 し な いよ 
う 努 め る こと 。 
ョ 動 販 売 | 屋外 に 設置 する 自動 販売 機 は 、 位 置 や 外観 の 色彩 の 検討 や 、 被 覆 等 に より 、 周 辺 景観 と 調和 する よう 益 
機 る こと 。 
都市 計画 法 第 4 | 形状 ・ 緑 化 | 圧迫 感 ・ | で きる 限り 現状 の 地形 を 生か し 、 長 大 な の り 面 及び 擁 壁 が か 生じ ない よう 努 め る こと 。 
条 第 12 項 に 規 威圧 感 
定 す る 開発 行 緑化 の り 面 は で きる 限り 緑化 が 可能 な こう 配 と し 、 周 囲 の 植生 と 調和 し た 緑化 に 努め る こと 。 
為 、 土 地 の 開 懇 、 
土地 の 形質 の 変 
更 、 水 面 の 埋立 
て 又は 干拓 
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屋外 に お ける | 調和 二 - - 
上 石 、 廃 棄 物 、| 誰 積 の 方 | 秩序 ある 物 の 堆積 に より 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 
再生 資源 その | 法 離れ ( 正 
他 の 物件 の 堆 迫 感 ) _ | 道路 等 の 公共 空間 に 面 する 敷地 境界 か ら 、 で きる 限り 離れ た 位置 に 物 を 堆積 する よう 努め る こと 。 
本 遮 へ い | 視線 行為 の 場所 が 道路 等 の 公共 空間 か ら 見 えな いよ う 、 周 辺 と 調和 し た 樹木 又は 堀 等 に よる 遮 へ い に 努 め る こ 
と 。 
鉱物 の 掘 採 又 | 遮 へ い | 視線 行為 の 場所 が 道路 等 の 公共 空間 か ら 見 えな いよ う 、 周 辺 と 調和 し た 樹木 又は 堀 等 に よる 遮 へ い に 努 め る こ 
は 土石 の 採取 と 。 
行為 後 の | 緑化 行為 後 は 、 周 辺 の 自然 植生 と 調和 し た 緑化 に 努め る こと 。 
措置 
注意 行為 地 に お いて 、 市 町 村 が 景観 の 形成 に 関す る 基本 方 針 等 を 定め て いる 場合 、 そ の 内 容 に 適合 する よう 努め る こと が 必要 で ある 。 
※1 地域 の 景観 資産 地域 の 景観 (眺望 、 ま ち 並 み 又 は 建築 物 人 等) の 資産 と し て 、 MA 
※2 必要 な 措置 原則 に 適合 し な い 項 目 に つい て 、 他 の 方 策 に より 、 原 則 に 適合 し た 場合 と 同等 程度 の 効果 を 得 ら れる よう 景観 対応 を 行い 、 計 


寺 - 





を 提出 する こと 。 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※3 純 色 等 SN Z 8721) に お いて 、 各 色相 の 最も 彩 度 の 高い 色 及 び 彩 度 10 度 以上 の 色 を いう 。 
※4 推奨 色 マン セル 表 色 系 (」I Z 8721) に お いて 、 次 の 範囲 の 色 を いう 。 
外 礎 屋 根 
色 相 - 本 
明 度 彩 度 明 度 彩 度 
2.5 以上 6.0 未満 6.5 以下 
R ( 赤 ) 系 6.0 未満 6.5 以下 
2.0 以上 2.5 未満 1.5 を 超え 6.5 以下 
3.0 以上 7.0 未満 6.0 以下 
YR ( 黄 赤 ) 系 7.0 未満 6.0 以下 
2.5 以上 3.0 未満 1.5 を 超え 6.5 以下 
3.0 以上 7.5 未満 6.0 以下 
Y ( 黄 ) 系 7.5 未満 6.0 以下 
2.5 以上 3.0 未満 1.5 を 超え 6.0 以下 
3.0 以上 7.0 未満 5.5 以下 
GY ( 黄 緑 ) 系 7.0 未満 5.5 以下 
2.5 以上 3.0 未満 1.5 を 超え 5.5 以下 
2.5 以上 7.5 未満 5.0 以下 
G ( 緑 ) 系 7.5 未満 5.0 以下 
2.0 以上 2.5 未満 1.5 を 超え 5.0 以下 
2.5 以上 6.0 未満 5.0 以下 
BG ( 青 緑 ) 系 6.0 未満 5.0 以下 
2.0 以上 2.5 未満 1.5 を 超え 5.0 以下 
ー 2.5 以上 5.5 未満 5.0 以下 
B ( 青 ) 系 5.5 未満 5.0 以下 
2.0 以上 2.5 未満 1.5 を 超え 5.0 以下 
2.0 以上 5.0 未満 5.5 以下 
PB (青紫 ) 系 5.0 未満 5.5 以下 
1.5 以上 2.0 未満 1.5 を 超え 5.5 以下 
2.0 以上 5.0 未満 5.5 以下 
P ( 紫 ) 系 5. 0 未満 5.5 以下 
1.5 以上 2.0 未満 1.5 を 超え 5.5 以下 
2.5 以上 5.5 未満 6.0 以下 
RP ( 赤 紫 ) 系 5. 5 未満 6.0 以下 
2.0 以上 2.5 未満 1.5 を 超え 6.0 以下 
N ( 無 彩 色 ) 2.0 以上 9.0 未満 ー 2.0 以上 7.0 未満 
緑 被 面積 (m) 
※5 緑化 率 (%) 緑化 率 (%) = x 100 
敷地 面積 (Y) x (1 一 建 べ い 率 ) 
(1) 必要 緑 被 面 積 の 計算 は 以下 の 方 法 で 算定 する 。 
① 都市 計画 区 域内 で は (敷地 面積 ) Xx (1 - 建 べ い 率 ) x (景観 形成 基準 で 定め る 緑化 率 ) で 算出 する 。 
( 例 ) : 市 街 地 景観 地区 (敷地 面積 1.000 m 建 べ い 率 50% の 場合 ) 1,.000X (1-0.5) X10% 三 50 mf 
② 都市 計画 区 域外 で は 敷地 面積 X (1 -0.7) Xx (景観 形成 基準 で 定め る 緑化 率 ) で 算出 する 。 
( 例 ) 自然 景観 地区 1.000X (1-0.7) X20%=60 mi 
(2) 緑 被 面積 の 算定 は 、 次 の それ ぞ れ に より 算定 され た 緑 被 面 積 の 合計 と する 。 
① 樹木 
樹木 は 、 樹 肛 の 水平 投影 面積 を 実測 する か 、 若 し く は 下 表 を 用 いて 算出 する 。 
樹木 の 高 さ 緑 被 面積 
1 m 以 下 の 場 合 0.5 m 
1 m を 超え 2m 以 下 の 場 合 1.5 m 
2m を 超え 3 m 以 下 の 場合 3.5 mi 
3 m を 超え 4m 以 下 の 場合 6.0 mi 
4m を 超え 5m 以 下 の 場 合 10.5 mi 
5 m を 超え 6m 以 下 の 場合 14.0 m 
6 m を 超え る 場合 19.5 mf 
② 生垣 
生垣 の 場合 は 、 生 垣 の 延長 に 0.6m を 乗じ て 算出 する 。 
( 例 ) 生垣 の 延長 30m の 場合 30mX0.6m 三 18m ( 緑 被 面積 ) 軸 積 に は 含ま れ ま せん 。 
※6 主要 な 道路 国 県 道 を いう 。 
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† 画 


画 景観 形成 基準 (重点 地域 : 岩手 山麓 ・ 八 幡 平 周辺 重点 地域 ) 
景観 形成 基準 
山岳 景観 保全 地区 山麓 景観 形成 地区 田園 景観 形成 地区 沿道 景観 形成 地区 
ま 山 、 八幡 平等 の 眺望 対象 を 妨げ な い 位置 及び 規模 | 岩手 山 や 八幡平 の 眺望 を で きる 限り 阻害 せ ず 、 周 辺 の 明 観 
と する よう 努め る こと 。 か ら 突 出し た 印象 を 与え な い 位置 及び 規模 と する よう 人 即 


移転 、 外 観 を 変更 め る こと 。 


する こと と な る 
多 繕 若しくは 横 地域 の 景観 資産 (※1) と し て 県 が 登録 し た 眺望 点 か ら 、 そ の 眺望 を 妨げ な い 位置 及び 高 さ と する よう 努め る こ 


色彩 の と < 
H 然 の 地形 を で きる 限り 生か す よ う 努 め る こと 。 





























































































































































































































主要 な 道路 (6) の 境 | 主要 な 道路 (※6) の 境界 | 道路 等 の 公共 空間 に 面 する 壁面 位置 は 、 敷 地 境界 か ら で き 
界 か ら 5m 以 上 後退 する | か ら 3m 以 上 後退 する よう | る 限り 後退 し 、 ゆ と りあ る 空間 の 創出 に 努め る こと 。 

の 2200 の に OO 努め る こと 。 
其 地 境界 か ら で き る 限り 離し 、 隣 地 和 相互 に だ お いて ゆとり ある 空間 の 確保 に 努め る こと 。 
















































































則 | と し て 13m を 超え な いよ う 上 努める こと 。 原則 と し て 15m を 超え な い | 原則 と し て 21m を 超え な いよ 
よう 努め る こと 。 2 の 2 の こさ 。 
より 基準 値 を 超え る 場合 は 、 景 観 へ の 影響 を 軽減 さす せる た め 、 必 要 な 措置 (※2) を 行う こ 













































































外観 は 、 周 辺 の 景観 と 態 意 匠 と する よう 努め る こと 。 


















































県 が 癌 録 し た 地域 の 景観 資産 (※1) の 周辺 で は 、 そ の 景観 資産 と 態 意 区 と する よう 努め る こと 。 
の 面 する 壁面 は 、 分 人 節 化 や 陰影 処理 等 を 行う こと に より 、 単調 な 平滑 面 と な ら な いよ う 努 め る 

















































































































適度 な 勾配 を 有する も の と し 、 背 明 の りょう 線 と 調和 | 原則 と し て 陸屋根 を 避け る よう 努め る こと 。 (や む を 得 な 
し た 形態 と する よう 努め る こと 。 い 事 情 に より 陸屋根 と する 場合 は 、 景観 へ の 影響 を 軽減 さ 
せる た め 、 必 要 な 措置 (※2) を 行う こと 。) 

屋根 及び 外壁 等 は 、 純 色 等 (※3) は 用 い ず 、 原 則 と し て 推奨 色 (※4) を 用 いる よう 努め る こと 。 

E た 、 周 : a 等 と 同様 の 色調 の 色 を 用 いる 等 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 

や む を 得 ず 純 色 等 (※3) を 用 いる 場合 は 、 ド 純 色 等 (※ 3 ) を 用 いる 場合 は 、 屋根 及び 外 避 
外壁 等 の 見 付 面積 の 10% 以 内 と する こと 。 = の 見 付 面積 の 209% 以 内 と する こと 。 






























































































































































































































































































































































4 然 素 材 等 を 活用 する な ど 、 周 辺 の 景観 と の 調和 に 努め る こと 。 



























































n 年 変化 に よる 質 の 低下 の 少な い 素 材 を 用 いる よう 努め る こと 。 












































外層 、 原則 と し て 周囲 に 反射 する 光沢 | 屋根 及び 外壁 等 に 、 金 属 や ガラ ス 等 の 光沢 素材 を 用 いる 場 
HI い な いこ と 。 合 は 、 反 射 等 に よる 周辺 へ の 影響 の 軽減 に 努め る こと 。 
敷地 内 は 、 原 則 と し て 、 敷 地 周辺 を 中 心 に 緑化 率 (※| 敷 地内 は 、 原 則 と し て 、 敷 地 周辺 を 中 心 に 緑化 率 (※5) 
5 ) 30% 以 上 の 緑化 に 努め る こと 。 20% 以 上 の 緑化 に 努め る こと 。 

敷地 内 に 既存 の 樹木 が ある 場合 に は 、 保 存 と 活用 









































































































































| 等 を 設置 する 場合 は 、 周 同和 し た 形態 意 























































































































建築 BB 、 堀 、 壁 等 で 人 譜 へ いし 、 道 路 等 の 公共 空間 か ら 水 平 視線 で 見 えな いよ う 努 め る こ 
と 














[ej 


















































屋外 照明 を 設置 する 場合 は 、 光 源 の 種類 、 色 、 位 置 、 光 量 及び 配 光 特性 に 配慮 し 、 過 剰 な 光 が 周 囲 に 散乱 し な い 
よう 努め る こと 。 
車庫 や 物置 等 の 付属 建物 を 設置 する 場合 は 、 周 辺 の 景観 と 調和 し た 形態 意匠 や 素材 を 用 いる よう 努め る こと 。 















































































































































築 や 改修 等 の 行為 を 行う 場合 は 、 既 存 部 分 の 景観 改 き 




































































































































































工作 物 の 新設 、 増 位置 ・ 規 模 ・|B 岩手 山 、 八幡 平等 の 眺望 対象 を 妨げ な い 位置 及び 規模 | 岩手 山 や 八幡 平 の 眺望 を で きる 限り 阻害 せ ず 、 周 辺 の 景観 
築 、 改 築 若 し く は | 高 さ ど 2906. ボ つ 920 あこ か ら 突 出し た 印象 を 与え 々 ない 位 置 及 び 規 模 と する よう 努 
移転 、 外 観 を 変更 め る こと 。 
する こと と な る 地域 の 景観 資産 (※1) と し て 県 が 登録 し た 眺望 点 か ら 、 そ の 眺望 を 妨げ な い 位置 及び 高 さ と する よう 努め る こ 
修繕 着 し く は 模 と 。 
様 粋 又は 色彩 の 地形 の | 自然 の 地形 を で きる 限り 生か す よ う 努 め る こと 。 
変更 保存 

位置 主要 な 道路 (※6) の 境界 か ら 5m 以 上 後退 する よう 努め る こと 。 


た だ し 、 次 の も の を 除く 。 

(1) 擁 避 、 さ く 、 志 、 自 動 販売 機 そ の 他 こ れ ら に 類する も の 

(2) 電気 供給 の た め の 電 線路 、 有 線 電気 通信 の た め の 線 路 、 空 中 線 系 その 他 こ れ ら に 類する も の (その 支持 
物 を 含む 。) 。 た だ し 、 高 さ 20m (工作 物 が 建築 物 と 一 体 と な っ て 設置 され る 場合 に お いて 、 地 盤面 か ら 

当該 工作 物 の 上 端 ま で の 高 さ が 20m を 超え る と き は 10m) 以下 の も の に 限る 。 
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高 さ 原則 と し て 高 さ は 、13m を 超え な いも の と し 、 道 路 等 周辺 の 景観 を 形成 する スカ イラ イン か ら 和 突出 し な いよ う 
の 公共 空間 か ら 見 て 、 周辺 の 山並 みのり ょ 2 う 線 を 切ら | 努め る こと 。 
な いよ うな いよ う 努 め る こと 。 た だ し 、 機能 上 や む を 
得 な い 場 合 は 、 周 辺 の 状況 を 勘案 し 、 景 観 の 形成 上 支 
障 の な いも の に つい て は 、 こ の 限り で な い 。 
] 辺 の 景観 と 調和 し た 形態 意匠 と する よう 努め る こと 。 
擁 克 に あっ て は 、 分 節 化 や 陰影 処理 等 を 行う こと に より 、 単 調 な 平滑 面 と し と ならない よう 努め る こと 。 

























































































































































































、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 (自動 販売 機 を 除 
、 で きる 限り 経年 変化 に よる 質 の 低下 の 少な い 素 材 を 用 いる よう 努め る こと 。 




























































































囲 に 散乱 し な いよ う 


















































照明 を 設置 する 場合 は 、 動 光 又は 点滅 を 伴わ な いも の 
と する こと 。 ( 他 法 令 等 に より 設置 が 義務 付け られ て 
いる も の は 除く 。) 
屋外 に 設置 する 自動 販売 機 は 、 単 独 と せ ず 、 建 物 等 に 
添っ た 位置 や 色彩 、 被 杉 等 に より 、 周 辺 の 景観 と 調和 
させ る よう 努め る こと 。 

で きる 限り 現況 の 地形 を 生か し 、 長 大 な の り 面 及び 擁 壁 が 生じ な いよ う 和 努め る こと 。 


























































































































する 開発 行為 、 土 - 
地 の 開 頒 、 土 地 の > 面 は 、 で きる 限り 緑化 が 可能 な こう 配 と し 、 周 辺 の 植 4 I 和 し た 緑化 に 努め る こと 。 


形質 の 変更 、 水 面 
埋立 て 又は 干 



















































































屋外 に お ける 土 た い た い 
石 、 席 物 、 (の 方 序 ある 物 の 堆積 に より 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努め る こと 。 


資源 その 他 の 4 3 に 」 に a た い 
印 す る 敷地 境界 か ら 、 で きる 限り 離れ た 位置 に 物 を 堆積 する よう 努め る こと 。 


に は 、 眺 思 の 妨げ や 圧迫 感 の 軽減 に 配慮 し 、 高 さ を 低く する よう 努め る こと 。 
共 空 間 か ら 見 えな いよ う 、 周辺 の 景観 と 調和 し た 樹木 又は 堀 等 に よる 遮 へ へ い に 努 め る 














































































































































































































「 為 の 場所 が 道路 等 の 公共 空間 か ら 見 えな いよ う 、 周 j 観 と 調和 し た 樹木 又は 堀 等 に よる 遮 へ い に 努 め る 















































行為 後 の 跡地 は 、 周 辺 の 自然 植生 と 調和 し た 緑化 に 努め る こと 。 


























県 
木 竹 の 伐採 伐採 の 規 | 規模 木 竹 の 伐 挫 は 、 そ の 目的 に 応じ 、 必 要 最 小 限 の 規模 と する よう 努め る こと 。 
模 ・ 方 法 等 | 道路 沿 | 道路 の 境界 付近 の 木島 は 、 保 存する よう 努め る こと 。 


























樹 姿 又 は 樹勢 の 優れ た 樹木 が ある 場合 に は 、 保 存 又は 移植 に よる 活用 に 努め る こと 。 



































行為 後 の 措 | 伐採 後 の 跡 地 は 、 行 為 後 の 土地 利用 に 応じ 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 緑化 に 努め る こと 。 












































県 
注意 書き : 景観 形成 基準 (一 般 地域 ) ※1 一 6 に 同じ 。 
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行為 (変更 ) 景観 計画 区 域内 に お いて 届出 対象 行為 を 行 お うと する 場合 の 届出 は 、「 景 観 計 
画 区 域内 に お ける 行為 (変更 ) 届出 書 」 に より 行い ます 。 
記載 に あたっ て は 、 備 考 欄 を 参照 くだ さい 。 



































書 様式 一 般 地 域 の 場合 】 


凡 
導 



















PR 儀式 第 1・2 号 (規則 第 3・4 条 関 人 
: ※ 共 同 住宅 の 新築 :: ii ※ 行 為 の 着手 制限 に より 、 届出 を 受理 され 








: : -- 月 日 

: や 宅地 造成 の た め 佑 震 県 知事 休 ii て か ら 30 日 経過 後 で 無けれ ば 工事 に 着手 : 

; 2=3 > 行 3 出 者 、 住所 

| の 開発 行為 な ど 、 行 | | | で き ま せん 。 

: SB 設 人 Sa 

| 為 の 目的 を 記入 下 eR 

3 . 法人 に あっ て は 事務 所 の 所 在 

講和 : : [ 地名 衝 並び に 代表 者 の 職 太 び 名 | 

を で 本 礁 誠 画 区 城内 に お ける 行為 (変更 ) 届出 書 

時 製法 第 16 条 第 1 項 (第 2 項 ) の 規定 に より 、 最 観 計画 区 域内 の 行為 に つい て 、 次 の と お り 届 出 ま す 。 A : 

行為 係る 指定 地域 ・ 地 区 の 名 称 | 上 の 学 学 |※ mi ※ 詳 当 す る 行為 を : 
行為 の 目的 : : ① で 囲ん で 下さ い 。 : 





行為 の 場所 i : J so 
EE : EE 本 年 月 Hi | | 内 に は 用 途 : 
新築 ・ 増 筑 ・ 改 築 ・ 移 転 ・ 外 観 の 変更 "(修繕 、 模 様 粋 、 色 彩 ) : KK 共 同 住宅 な ど ) を : 
用 途 ( 9 
区 分 | 行 為 部 
延べ 面 積 ni 
最高 の 高 さ m ーー レーーーー a 


軒 の 高 m ee RR RR 
mm 1 CGC し 

ュー※ ポ クト 仁 ( の 中 
RN 構 造 造 階 1 ; 
: ※ 担 当 者 が 届出 者 : 新築 ・ 増 築 ・ 改 築 ・ 移 転 ・ 外 観 の 変更 (修繕 模様 拝 、 色 彩 ) : 建築 物 ま た は 工作 : 
: の 代理 人 で ある 場 :: 0 ( ーー ) “ 
を メ 分 11 2 部 > の > - 2 [a : 計 
| 合 は 、 添 付図 書 を し:: ー コ 











建築 物 




























に 4 な いり 場合 に 該 

























































| FE エエ 作 物 | 築造 又は 表示 面 横 im 
i し 容 更 面積 | : TT' ーー ; 
: て 下さ い 。 びび 孝行 用 法 a 3 
: 0 
: 開発 行為 、 土 地 の 開 銀 、 土 地 の 形質 の 変更 、 水 面 の 埋立 で …: 拓 
開 3 行 為 等 面 積 の り 面 又 [ は 擁 壁 の 高 さ の り 面 ) 面 又 は 擦 中 の 】 長き | FFPFT FFTFTTFFLFFLFFLLLLFLFLLLLLFLFH 円 
n m “im※ 刀 作物 の 高 さ に : 
【 積 、 貯 - 石 F 生 資源 、 そ の )) : 5 
屋外 に お ける 物 | 委 横 、 貯 基 (土石 時 、 再 人 表 3 つい て は 、 当 該 工作 : 
の 集積 又は 時 蔵 ー ー ー ー 生 の 高き を 記入 下 
In : mm 半 H : 
人物 の 押 採 又は ーーー 上 の 近 了 ーー ニニ ーー ニニ ーー ニー ーー ミー まい 。 な お 建築 物 と : 
土石 の 採取 面 積 の り 面 又は 擁 壁 の 高 さ の り 面 又は 擁 壁 の 長 さ : で 設置 され る 
本 | | im 
i 』 | 主 な 伐採 樹種 | 伐採 種別 高 さ 伐採 面積 本 数 場合 は 括弧 書き で 
に テ 地 商 面 か ら の 高 
| 者 | 住所 氏名 電話 番号 : 地 夫 面 か ら の 高 さ 
景観 形成 の : を 記入 し て 下さ い 。 
た ぁ に 特に | 
ei 生生 
ま の 他 の 100 010b.0 ど 00 07 と 0 す 000. キ ぽ キ や 0 ソル ブフ O0| コ |5 コ [TTP | 6 
ま 考 事 基 : ※ そ の 他 の 参考 欄 i 
備考 1 ※ 欄 は 、 記 載 し な いこ と : に は 他 の 法令 等 の : 
: 2 建築 物 及び 工作 物 の 欄 の 新築 ・ 増 築 ・ 改 筑 ・ 移 転 ・ 外 親 の 変更 (修繕 模様 替 、 色 彩 ) は 、 該当 する 事項 を 〇 で 囲む と と も に i( 
: 内 に 用 途 等 を 記載 する こと 。 (開発 行 導 等 、 多 物 の 撮 採 又は 石 の 採取 、 屋外 に お ける 物 の 集積 又は 時 工 棚 に つい て も 同じ 。) 1 : 規 志 に より 許可 等 : 
1 3 建築 物 及び 工作 物 の 欄 の 外 鈴 の 変更 と は 、 建 築 物 又 は 工作 物 の 増築 又 は 改築 に 当たら な いも の で ある こと : が 敢 要 な 場合 な ど : 
: 4 構造 物 欄 に つい て は 、 木 造 、 鉄筋コンクリート 造 等 の 別 を 記載 する こと : ヵ : 
: 5 建築 物 太 び 工 作物 の 高 さ は 地盤 面 か の 最 商 高 き ( 慢 針 を 除く 。) を いう 。 な お 、 工 作物 搬 の 語 さ と は 、 当 該 工作 物 の 高 さる D の : 
た だ し 、 建 築 物 と 一 体 と な っ て 設置 され る 工作 物 に つい て は 、 括弧 書 に て 地盤 面 か ら 当該 工作 物 の 上 端 まで の 高 さ を 記載 する ご と 。 を 記入 下さ い 。 と 
6 伐採 種別 棚 に は 、 夷 伐 、 択 伐 の 別 を 記載 する こと PT TT | 


"| ※※ 局 出 書 に は 「 虹 失 形成 基準 チェ ッ ク リ スト 」 の 洲 付 を 求め て いま す が 、 そ の 中 で 周辺 長 観 の 特性 に つ | 
| いて 記載 いた だ く こ と と し て お り ま す 。 周辺 景観 の 特性 を ふま え 特 に 配慮 し た 点 に つい て 記載 下さ い 。 : 
例 ) 敷地 周辺 は 伝統 的 な 建物 に より 街並み が 形成 され て いる と 共に 、 通 り は 景観 資産 で ある OO を 眺 : 
| 望 す る 位置 と な っ て いる こと か ら 、 伝 統 的 意匠 を 採用 し 、 街 並み の 調和 を 図る と 共に 、 景 観 資産 の : 

眺望 を 確保 する た め 、 周 辺 建築 物 と 大 きく 異な ら な い 規 模 と し た 。 






























































の 生 記 軒 朋 観 法 に 基づく 届出 の 添付 図書 は 、 届出 書 理 面 に 、 各行 為 ご と に 記載 し て いま す 。 





する 図書 


【 例 : 建築 物 ・ 工 作物 の 新築 等 行為 を 行う 場合 の 添付 図書 等 】 























景観 計画 区 域内 に お ける 行為 (変更 ) 通知 書 の 添付 書 才 
































【 建 築 物 等 】 





行為 の 種類 図 書 図書 に 記載 すべ き 事 項 




















景観 形成 基準 | 景観 形成 基準 に 対す る 配慮 の 状況 
チェ ッ ク シ ー | 地域 の 景観 資産 の 眺望 を 妨げ な い 位置 及び 高き さと な っ て いる こと の わか 
ト る 図書 



























































縮尺 、 方 位 、 道路 な どの 公共 施設 、 目 標 と な る 地 物 及び 行為 の 位置 、 景観 
資産 が ある 場合 は その 名 称 と その 眺望 報告 及び 視点 





















































縮尺 、 方 位 、 法 、 敷地 の 境界 線 、 敷 地内 に お ける 届出 に 係る 建築 物 の 位 
置 、 届出 に 係る 建築 物 と 他 の 建築 物 、 工 作物 等 の 別 、 建築 物 等 の 各部 分 の 
構図 | 高 さ 、 擁 村 、 土地 の 高低 、 敷 地 の 接する 道路 の 位置 及び 恒 員 、 植 栽 樹木 等 
0 の 位置 、 樹種 、 樹高 及び 本 数 、 張り 芝 等 の 位置 並び に 外 構 施設 の 位置 及び 
建築 物 の 新 休 材料 、 緑化 率 算 定 表 及び 植 栽 計画 























































































































各 随 平面 図 | 縮尺 、 方 位 、 寸 法 及び 開口 部 の 位置 





























縮尺 、 方 位 、 開口 部 又は 附属 設備 の 位置 又は 形状 及び 壁面 又は 屋根 の 仕上 
げ 材 料 又は 色彩 (色彩 は マン セル 記号 で 表示 する こと 。) 
(避け る べき 色 を 使用 し た 場合 は 、 そ の 面 を 含む 立 面 図 を 加え る こと 。) 

















2 面 以 上 の 立 面 
















































































カラ ー 現 況 写 | 行為 の 場所 及び その 周辺 の 状況 、 撮影 位置 及び 方 向 (配置 図 に 示す こと 。) 
真 景観 資産 が ある 場合 は 、 視 点 か ら 当 該 行 為 地 及び 景観 資産 を 写し た 写真 




































































敷地 面積 、 棟 ご と の 行為 部 分 又は 既存 部 分 ご と の 建築 面積 及び 延べ 面 和 
で 各 面 の 屋根 及び 外壁 の 見 付 面 積 、 避け る べき 色 の 使用 面積 






































































































































※ 藤 観 形 成 基準 チェ ッ ク シ ー ト は 別 疾 参考 資料 を 参照 




















景観 計画 区 域内 に お ける 行為 (変更 ) 届出 書 の 添付 書類 
【 工 作物 等 】 




















行為 の 種類 図 書 図書 に 記載 すべ き 事 項 














。 景観 形成 基準 | 景観 形成 基準 に 対す る 配慮 の 状況 
工作 物 の 新築 0 人 oe LU _ 
8 チェ ッ ク シ ー | 地域 の 景観 資産 の 眺望 を 妨げ な い 位置 及び 高き さと な っ て いる こと の わか 

る 


図書 



































< 
| 




















縮尺 、 方 位 、 道路 、 目 標 と な る 地 物 及び 行為 の 位置 、 景観 資産 が ある 場合 
付近 見 取 図 | は その 名 称 と その 眺望 報告 及び 視点 
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! 赴 図 


























縮尺 、 方 位 、 寸法 、 敷地 の 境界 線 、 主 要 な 道路 か ら の 後退 申 離 、 敷地 内 に 
お ける 届出 に 係る 工作 物 の 位置 、 届出 に 係る 工作 物 と 他 の 建築 物 、 工作 物 
等 の 別 、 擁 区 、 土地 の 高低 、 敷地 の 接する 道路 の 位置 及び 幅員 、 植 栽 樹木 


等 の 位置 、 樹種 、 樹高 及び 本 数 、 張り 芝 等 の 位置 並び に 外 構 施設 の 位置 及 
び 材 料 



































































































































文 


平面 較 
は 横断 面 区 


























縮尺 、 方 位 及 び 主 要 部 分 の 寸法 











2 面 以上 の 側面 











図 








又は 細 斬 面 
図 








縮尺 、 工作 物 の 高 さ 、 主要 部 分 の 寸法 、 仕上 げ 材 料 及び 色彩 (色彩 は マン 
セル 記号 で 表示 する こと 。) 



































カラ ー 現 況 写 























喜入 置 及び 方 向 (配置 図 に 示す こと 。) 
景観 資産 が ある 場合 は 、 視 点 か ら 当該 行為 地 及 び 景 


穫 









































品 資 産 を 写し た 写真 












































面積 表 





















































東 こ と の 行為 部 分 又は 既存 部 分 ご と の 築造 面積 及び 延べ 面積 





敷地 面積 、 















































※ 


景観 形成 基準 チェ ッ ク シ ー ト は 、 別 に 定め る 様式 に より 作成 し 添付 する こと 。 


く 縮 尺 等 タ 


園 
る 





景観 法 施 行 規則 第 1 条 第 2 項 第 1 号 
・ 建 築 物 又 は 工人 
・ 当該 敷地 及び 当該 表地 の 周辺 の 状況 と す 写真 
・ 当 該 敷地 内 に お ける 建築 物 又 は エイ 
E 物 の 彩色 が 施さ れ た 二 面 以上 の 立 面 図 (縮尺 50 分 の 1 以上 ) 








ン 








・ 建 築 物 又 は エイ 





景観 法 施行 規則 第 1 条 第 2 項 第 2 号 


開発 行為 





・ 当 該 開発 行為 を 行う 土地 の 区 域 並 びに 当該 区 域内 及び 当該 区 域 の 周辺 の 状況 を 表示 

















分 の 1 以上) 


・ 当 該 開 発行 為 を 行う 土地 の 区 域 及 び 当 該 区 域 の 周辺 の 状況 を 示す 写真 
・ 設 計 図 又は 施行 方 法 を 明らか に する 











景観 法 施 行 





景観 法 施 行 規 由 


| 





岩手 の 景観 の 創造 と 保全 に 関す る 条例 (平成 23 年 4 月 1 日 





Ei 傘 へ 、 


・ 景観 形成 基 

















E 物 の 敷地 の 位 ) 











(建築 物 の 建築 等 又は 工作 物 (建築 物 を 除く 。) の 建設 等 ) 
及び 当該 敷地 の 周辺 の 状況 を 表示 する 図面 (縮尺 2500 分 の 1 以上 ) 
































| 第 1 条 第 2 項 第 3 号 


| 第 1 条 第 3 項 第 4 二 
の 適合 に 関す る 事項 を 記載 し た 書類 (景観 形成 基準 チェ ッ ク シ ー ト ) 



































E 物 の 位置 を 表示 する 図面 (縮尺 100 分 の 1 以上 ) 






































都市 計画 法 (昭和 四 条 第 十 二 項 に 規定 す 





十 三 年 法律 第 百 号 ) 第 史 





























ヾ する 





図面 (縮尺 2500 























NR 50 分 の 1 以上 ) 





図面 ( 乏 





I 


(その 他 参 考 と な る べき 事項 を 記載 し た 図書 ) 








(添付 が 必要 な も の と し て 条例 で 定め る 区 書 



































施行 ) 第 6 条 第 3 項 の 規則 で 定め る 





図書 














(建築 物 の 建築 等 又は 工作 物 の 建設 等 及び 開発 行為 以外 の 届出 対象 行為 ) 


・ 当 該 行為 を 行う 土地 の 


1 以上 ) 








た だ し 、 行 為 の 規模 が 大 きい た め 、 # 
応じ て 適切 な 縮尺 の 図 


該 開発 行為 を 行う 
図 、 造 成 計画 








区 域 並 びに 当該 区 域内 及び 当該 区 域 の 周辺 の 状況 を 表示 する 図面 ( 縮 


土地 の 











尽 2500 分 の 

















区 域 及 び 当 該 区 域 の 周辺 の 状況 を 示す 写真 






































図 又は 施行 方 法 を 明らか に する 図面 (縮尺 100 分 の 1 以上 ) 























定 さ れ た 縮尺 の 図面 に よっ て は 適切 に 表示 で き な い 場合 は 、 規 模 に 


























面 に 代え る こと が で きま す 。 
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お 願い し ます 。 








IE た II の 





岩手 県 景観 計画 (景観 形成 基準 ) へ の 適合 審査 の 結果 、 不 適合 と な っ た 場合 は 、 
E 指 導 を 行い ます 














ヒ 」 


























届出 が 行わ れ た 場合 、 景 観 形成 基準 に 対す る 適合 審査 が 行わ れ ま す 。 
景観 計画 に 定め る 景観 形成 基準 に 適合 し な い 場 合 、 県 で は 、 景 観 法 に 基づく 勧告 、 
変更 命令 を 行う 前 に 、 計 画 の 見 直し に つい て 指導 を 行い ます 。 指 導 に 沿っ た 対応 を 



































設計 内 容 の 見 直し を 求め る 上 








定 


是正 が 行わ れ な いり 場合 は 、 景 観 法 及 び 景 観 条 例 に 基づき 、 勧 告 ・ 変 更 命令 や 氏名 な ど を 公表 する 場合 が あり ます 。 


また 、 計 画 内 容 の 見 直し に より 設計 内 容 に 変更 が 生じ た 場合 は 、 変 更 届 出 が 必要 と な り 、 着 手 時 期 が 延び 


あこ と どら かり ま か 


画 適合 通知 書 の 交付 

















適合 審査 の 結果 、 景 観 計 画 に 定め る 景観 形成 基準 に 適合 する と 認め た 場合 は 、 
し ます 。 



































[審査 結果 通知 書 」 を 交付 


届出 の 審査 過程 で 、 設計 内 容 に 変更 (建築 物 な どの 意匠 や 配置 の 変更 ) が 生じ る 場合 が あり ます 。 他 法令 











の 手続 き (建築 確認 申請 な どの 手続 き ) へ 確実 に 反映 させ る よう に し て くだ さい 








ヽ 
Oo 


一 行為 の 着手 制限 


景観 法 第 18 条 の 規定 に より 、 届 出 書 を 受理 し た 日 か ら 30 日 を 経過 し た 後 で な けれ ば 、 行為 に 着手 する 




















と は で きま せん 。 (変更 届出 を 行っ た 場合 は 、 変 更 届 出 が 受理 され た 日 か ら 30 
ば 行為 に 着手 する こと が で きま せん 。) 



























































た だ し 、「 審 査 結果 通知 書 」 の 交付 を 受け る 際 に 「 期 間 短 縮 通 知 書 」 の 交付 を 受け た 場合 は 、30 





せ ず に 、 行 為 に 着手 する こと が で きま す 。 


一 届出 の 変更 


























ーー 
トー 


日 を 経過 し た の ち で な けれ 


日 を 経過 


届出 に 係る 事項 の うち 、 設 計 又 は 施工 方 法 を 変更 し よう と する と き は 、 あ ら か じ め 、 そ の 結 を 知事 に 届け 








! る こと と な っ て いま す 。 























た だ し 、 設 計 又 は 施工 方 法 を 変更 する 場合 で あっ て も 、 通 常 の 管理 行為 や 軽易 な 行為 に つい て は 、 変 更 の 





届出 は 必要 あり ませ ん 。 
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参考 . いわ て 希 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に oo 衝 思 時 失 0 ⑥ 屋外 広告 物 は 、 設 置 者 相互 の 協力 の も と 、 集 合 化 に 努め まし ょ う 。 
ee 良好 な 景観 の 形成 の た め 、 基 観 形成 基準 を 超え 、 更 に より 良い も の と する 工夫 や 、 よ 色彩 |⑨ 周辺 の 景観 と の 調和 に 配慮 し 、 周 囲 の 建築 物 と 同じ 色相 、 ト ー ン の 色 を 選 
ドラ イン り 望 まれ る 対応 の あり 方 を 、 い わ て 希望 景観 ガイ ドラ イン と し て 次 の と お り 定 め ま す 。 択 す る よう 努め まし ょ う 。 
以下 の 行為 を 行う 場合 は 、 良 好 な 景観 の 形成 を 目指 し て 、 そ れ ぞ れ の 行為 が 、 こ の ガイ ②⑨ 大 き な 面 に 装飾 を 施す 場合 は 、 周辺 景観 へ の 影響 の 大 き さ を 考慮 し て 必要 
ドラ イン に 沿っ て 行わ れる よう 、 全 て の 人 が 自発 的 な 対応 に 努め る 必要 が あり ます 。 性 を 判断 し まし ょ う 。 ま た 、 表 示 後 の 適切 な 管理 方 法 も 検討 し まし ょ う 。 
1 建築 物 (住宅 等 も 含む 。) © 屋外 広告 物 を 表示 する 場合 は 、 周 辺 の 景観 と の 調和 に 配慮 し 、 良 好 な 公共 
= ガイ ドラ イン 空間 の 創造 に 向け て 、 質 の 高い デザ イン と な る よう 努め まし ょ う 。 
位置 ・ 高 さ © 地域 で 親しま れ て いる 眺め を 妨げ な いよ うな 位置 や 高 さ に する よう 努め ⑥ 自動 販売 機 は 、 野 立て を で きる だ け 有 避け 、 周 辺 の 景観 と 調和 する よう 努 
BR まし まう 。 
© 山 すそ の 地域 で は 、 道 路 等 の 公共 空間 か ら 見 て 、 山 の りょう 線 を 分 断 する 敷地 © 志 、 棚 等 を 設置 する 場合 は 、 で きる 限り 生垣 と し 、 潤 い の あ る 景観 の 創出 
こと の な いよ う 符 め ま し よう 。 に 努め まし ょ う 。 
© まち 並み や 地域 の 景観 と バラ ンス の 取れ た 配置 を 考え る よう 努め まし ょ その 他 の 設備 |@⑥ 照明 は 必要 最小 限 と し 、 星空 が 見 える 良好 な 夜間 藤 観 の 形成 に 努め まし ょ 
フ 。 フ 。 
形態 意匠 ② 敷地 内 に 複数 の 建築 物 を 建築 する 場合 は 、 一 体感 の ある 形態 意匠 と する よ 維持 管理 の 適時 適切 な 補修 や 手入れ 等 の 継 持 管 理 を 行う よう 欠 め まし ょ う . 
う 努 め ま し ょ う 。 © 不要 と な っ た 工作 物 は 速やか に 撤去 する 等 、 地域 の 良好 な 景観 の 形成 に 即 
ぐ ⑨ 周囲 の 景観 と 調和 し た 形態 意匠 と な る よう 努め まし ょ 3 う 。 め ま し ょ う 。 
⑥ 景勝 地 や 昔ながら の まち 並み 等 、 地 域 で 親しま れ て いる 景観 の 周辺 で は 、 3 土地 の 形質 の 変更 (水面 の 埋立 て 又は 和 干拓 を 含む 。) 
その 魅力 を 壊さ な いよ うな 形態 意匠 と する よう 努め まし ょ 2 う 。 区 分 ガイ ドラ イン 
② 地域 ご と の 建築 の 型 (屋根 形状 や 勾配 、 軒 の 出 等 ) を 尊重 し た 形態 意匠 と の り 面 ・ 擁 壁 | 〇 新た に 作る の り 面 や 擁 壁 が 、 最 小 限 の 規模 と な る よう 努め まし ょ う 。 





















































する よう 努め まし ょ う 。 
⑥ 物置 等 の 付属 屋 は 、 母 屋 や 周辺 の 景観 と 調和 する よう 努め まし ょ う 。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































色彩 ” |⑨ 周辺 の 長 観 と の 調和 に 配慮 し 、 周 囲 の 建築 物 と 同じ よう な 色相 、 ト ー ン の 4 鉱物 の 掘 採 又は 土石 の 採取 
上 を 電 捧 する よう 革 め まし ょ う 。 
②⑨ 大 き な 演 面 に 装飾 を 施す 場合 は 、 周辺 景観 へ の 影響 の 大 き さ を 考慮 し て 必 事前 検 ま © 地域 の 景観 に 大 き な 影響 を 及ぼ す 行為 で も わる こと を 踏ま え 、 事 前 に 、 周 辺 
要 性 を 判断 し まし ょ う 。 ま た 、 表 示 後 の 適切 な 管理 方 法 も 検討 し まし ょ 2 う 。 の 景観 と の 調和 に つい て 、 十 分 検討 を 行う よう 色 め まし ょ う 。 
© 壁面 に 屋外 広告 物 を 表示 する 場合 は 、 周辺 の 景観 と の 調和 に 配慮 し 、 良好 位置 © 行為 の 場所 は 、 地形 を 生か す 等 、 道 人 答 の 公共 空間 か ら 日 立た な い 場 所 を 
な 公共 空間 の 創造 に 向け て 、 質 の 高い デザ イン と な る よう 努め まし ょ 2 う 。 選択 する よう 努め まし ょ う 。 
敷地 ⑨ 考 、 桶 等 を 設置 する 場合 は 、 で きる 限り 生垣 と し 、 潤 い の あ る 景観 の 創出 ⑨ 山 の り ょ う 線 等 、 人 遮蔽 が 困難 な 場所 で の 行為 は 避け る よう に 努め まし ょ 
に 努め まし ょ う 。 う 。 
その 他 の 設備 | ⑨ 照明 は 必要 最小 限 と し 、 星空 が 見 える 良好 な 夜間 景観 の 形成 に 努め まし ょ 
\ 5 屋外 に お ける 物件 の 堆積 
維持 管理 ⑥ 適時 適切 な 補修 や 手入れ 等 の 維持 管理 を 行う よう 努め まし ょ う 。 区 分 ガイ ドラ イン 
I PO NO ER 位置 ⑤ 行為 の 場所 は 、 地 形 を 生か し 、 道 路 等 の 公共 空間 か ら 目 立た な い 場 所 を 選 
や 規模 、 方法 に つい て 配慮 する よう 努め まし ょ う 。 ぶよ う 努 め ま し ょ う 。 
⑧ 使用 され て いな い 建 築 物 (廃屋 等 ) は 、 放 置 す る こと な く 撤 去 も 含め 適切 防 覆 
な 管理 を 行う こと で 、 地 域 の 良好 な 景観 の 形成 に 努め まし ょ う 。 ⑥ 堆積 物 を お お う 場 合 、 で きる だ け 目 立た な い 色 や 素材 の 活用 に 努め まし ょ 
⑥ 建築 物 を 撤去 し た 後 の 敷 地 は 、 緑化 等 に より 、 周 辺 の 景観 と の 調和 に 努め 5。 
9 維持 管理 ⑥ 放置 する こと な く 、 適 切 に 維持 管理 を 行う よう 努め まし ょ う 。 
2 作物 6 木 竹 の 伐採 
位置 ・ 高 さ © 地域 で 親しま れ て いる 眺め を 妨げ な いよ うな 位置 や 高 さ に する よう 努め 面積 等 © 面積 や 方 法 に つい て 工夫 を 行い 、 周 辺 の 景観 と の 調和 に 努め まし ょ う 。 
まし まう 6 HL LL lL 婦 を リー ES - 還 - ー 婦 グ 、 二 へ 
の 位置 (離れ) や 高き を 工夫 し 、 道 路 等 の 公共 空間 か ら 目 立た な いよ う 奴 め 戦 出 路 © 搬出 路 は 、 緑 化 等 に よっ て 周辺 の 景観 と の 調和 に 努め まし ょ う 。 
まし ょ 3 う 。 
形態 意匠 © 時 勝地 や 昔ながら の まち 並み 等 、 地 域 で 親しま れ て いる 景観 の 周辺 で は 、 
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み 
その 上 魅力 を 壊さ な いよ うな 形態 意匠 と する よう 努め まし ょ う 。 
©⑨ 電柱 等 は 、 無 電柱 化 や 配電 方 法 の 工夫 に より 、 電 柱 や 電線 の 存在 を で きる 
だ け 目 立た せな いよ うに 努め まし ょ う 。 
© 携帯 電話 鉄塔 等 は 、 設 置 者 相互 の 協力 の も と 、 和 集合 化 に 努め 3 
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景観 法 に 基づく 行為 の 届出 及び 事前 相談 等 に つい て は 、 最 寄り の 広域 振興 局 土 木 部 、 
土木 セン ター (岩手 土木 セン ター を 除く 。) に お 願い いた し ます 。 
担当 課 名 住所 電 話 管 輔 
岩手 県 都市 計画 課 020-8570 : 019-629-5891 
県 土 整備 部 まち づく り 担 当 盛岡 市 内 丸 10-1 : 019-629-9137 
古 搬 映 后 S ド 雪 
盛岡 広域 振興 局 建築 住宅 室 020-0023 2 八幡 平 市 、 坪 石町 、 
土木 部 2 盛岡 市 内 丸 11-1 葛巻 町 、 岩手 町 、 滝沢 村 、 
建築 指導 課 : 019-629-6924 | 
紫波 町 、 矢 巾 町 
県 南 広域 振興 局 調整 課 023-0053 EL : 0197-22-2881 金ケ崎 町 
土木 部 奥州 市 水沢 区 大 手 町 1-2 : 0197-51-1405 
ei 企画 グル ー プ 025-0075 : 0198-22-4971 花巻 市 
花巻 土木 セン ター 花巻 市 花城 町 1-14 : 0198-22-2529 
県 南 広域 振興 局 5 028-0525 EL : 0198-62-9938 
画 R 
遠野 土木 セン ター A 遠野 市 六 日 町 1-22 : 0198-63-1088 
県 南 広域 振興 局 5 024-8520 EL : 0197-65-2738 西 和賀 町 
画 R 
北上 土木 セン ター 2 北上 市 芳 町 2-8 : 0197-63-8378 
県 南 広域 振興 局 021-8503 : 0191-26-1418 
軒 笛 指導 
一 関 土木 セン ター A 一 関 市 竹山 町 7-5 : 0191-26-1425 
県 南 広域 振興 局 029-0803 EL : 0191-52-4971 
土木 企画 スタ * 
千厩 土木 セン ター 人 一 関 市 千厩 町 千厩 字 北 上 85-2 : 0191-51-1041 
沿岸 広域 振興 局 調整 課 026-0043 EL : 0193-25-2708 大 棚町 
土木 部 a 釜石 市 新町 6-50 : 0193-21-1106 
OR 建 和 指 導 課 04 ーー : 0192-27-9919 大 船渡 市 、 陸 前 高田 市 、 
大 船渡 土木 セン ター 大 船渡 市 猪 川町 字 前 田 6-1 : 0192-27-3225 住田 町 
沿岸 広域 振興 局 _ 027-0072 : 0193-64-2221 宮古 市 、 山 田町 
書名 : 曽 ミ | 
宮古 土木 セン ター 本 宮古 市 五 月 町 1-20 : 0193-71-1239 
RN 建築 指導 課 027-0501 a EL : 0194-22-3116 岩泉 町 、 田 野 畑 村 
岩泉 土木 セン ター 下閉伊 郡 岩泉 町 岩泉 字 松橋 24-3 : 0194-22-5222 
県 北 広域 振興 局 土木 技術 企画 グル ー | 028-8042 EL : 0194-53-4990 久慈 市 、 洋 野 町 、 普代 村 、 
土木 部 プ 久慈 市 八 日 町 1-1 : 0194-61-1123 野田 村 
県 北 広域 振興 局 土木 技術 企画 グル ー | 028-6103 : 0195-23-9209 二戸 市 、 軽 米 町 、 九 戸村 
二戸 土木 セン ター プ 二戸 市 石切 所 字 荷 渡 6-3 : 0195-22-1084 


※ 景観 行政 団体 で ある 盛岡 市 、 北 上 市 、 





町 へ 届出 し て くだ さい 。 


岩手 県 県 土 整備 部 都市 計画 課 ま ち づ く り 担 当 
020-8570 盛岡 市 内 丸 10 一 1 





























遠野 市 、 一 関 市 、 釜石 市 、 奥州 市 、 平 泉町 、 一 戸町 の 区 域 に つい て は 、 各 市 


TEL 019 一 629 一 5891 
FX 019 一 629 一 9137 
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